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 旧暦では２月を「如月
きさらぎ

」と呼びます。語源は、寒さで着物を重ねる「衣
き

更
さら

着
ぎ

」と、季節が 

陽気になり始める「気
き

更来
さ ら ぎ

」などがあります。厳しい寒さの中、春の気配も感じられるよう 

になってきました。４月からの新生活に向けて、心と体のウォーミングアップを初めておき 

ましょう! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アレルギー症状が重い人は、早めの受診をしておきましょう。 

この時期の耳鼻咽喉科の病院はとても混雑しているので、時間がかかります。症状が出る前や軽い

うちがいいですよ! 
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小児がんについての理解と支援のシンボルとして使用されている「ゴールドリボン」。 

１１月のがん教育講演会でもお話がありました。２年生のみなさんは覚えていますか？ 

小児がんと大人のがんは違いますが、正しく理解し、支えあう社会を目指すための日です。この機会にぜ

ひ記事を検索して、理解を深めてみましょう。 

また、学んだことは、自分のためにも実践してみましょう! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハンカチ・ティッシュ・マスク・歯みがきセット 

を持参しよう! 

マスクは感染症予防だけでなく、給食時間に必ず必要です。 

ハンカチを持っていない人が目立ちます!手拭き、咳エチケット、けがの応

急手当、火事などの災害時など、活用の場面は多い 

国際小児がんデーは、CCI（Childhood Cancer 

International : 国際小児がんの会）が 2002 年

に提唱し、出身国、人種、財政状況、社会的階級

に関係なく、がんを患うすべての小児・AYA 世

代患者が可能な限り最高の医療および心理社会的

ケアを受けられることを願い、制定されました。 

２月１５日は国際小児がんデーです。 



 

 

 

 

 

 

「ゴールドリボン」は、小児がんの子どもたちを支える活動のシンボルマークです。 

 

なぜゴールド(金色)？ 

子どもは「国の宝」です。そのような点から考えて、「子どもたちは私たちにとって、金(きん)のように【最

も貴重な宝物】である」という考えから、ゴールド(金色)リボンがシンボルマークとして使われています。 

金(きん)は火にかかるプロセスを経てより強くよりタフになります。「小児がんの子どもたちが【辛い経験

や挑戦を乗り越えて、より強くより幸せになれるように】」という願いも込められている」と言われていま

す。 


